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会   議   録 

令和６年２月２０日作成 

会 議 の 名 称 令和５年度第２回島本町国民健康保険運営協議会 

会議の開催日時 令和６年２月１６日（金） 午後２時～午後３時 

会議の開催場所 ふれあいセンター ３階 第１学習室 

公開の可否 ○可・一部不可・不可 傍 聴 者 数 ２名 

非公開の理由（非

公開（会議の一部

非公開を含む。）の

場合） 

 

出 席 委 員 

委 員 
中川会長、織田委員、馬場委員、豊島委員、久保田委員、八田委員、

本田委員、後藤委員 

事務局 原山健康福祉部長、根本健康福祉部次長、浴保険年金課長、白波瀬 

会 議 の 議 題 

１ 国民健康保険条例の改正について 

２ 令和６年度国民健康保険事業特別会計予算案について 

３ 令和６年度国民健康保険市町村標準保険料率について（報告） 

４ その他 

決 定 事 項 等 別紙のとおり 

審 議 等 の 内 容 別紙のとおり 

配 布 資 料 

資料１   島本町国民健康保険条例の一部改正について 

資料２   令和６年度国民健康保険事業特別会計当初予算案（対前年度比較） 

資料３   令和６年度国保「市町村標準保険料率」の本算定結果について（概

要） 

資料４   令和６年度の事業費納付金の本算定結果（概要） 

資料５－１ 保険料率改定による所得別影響額 

資料５－２ 保険料の推移について（令和２年度～令和６年度） 

資料６   令和６年度標準収納率（現年分） 

参考１   大阪府国民健康保険運営方針 

参考２   島本町国民健康保険第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）

素案 

  ※ 資料３・４・６、参考２は大阪府提供資料からの抜粋 
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令和５年度第２回島本町国民健康保険運営協議会要点録 

 

 

議題１ 国民健康保険条例の改正について 

 

会 長： 事務局から説明願う。 

 

（事務局から資料を基に説明） 

 

会 長： ご意見、ご質問はないか。 

 

（意見なし） 

 

議題２ 令和６年度国民健康保険事業特別会計予算案について 

 

会 長： 事務局から説明願う。 

 

（事務局から資料を基に説明） 

 

会 長： ご意見、ご質問はないか。 

 

（意見なし） 

 

議題３ 令和６年度国民健康保険市町村標準保険料率について（報告） 

 

会 長： 事務局から説明願う。 

 

（事務局から資料を基に説明） 

 

会 長： ご意見、ご質問はないか。 

 

（意見なし） 

 

議題４ 大阪府国民健康保険運営方針および島本町国民健康保険第３期保健事業実施計画（データヘル

ス計画）素案について（報告） 

 

会 長： 事務局から説明願う。 

 

（事務局から資料を基に説明） 
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会 長： ご意見、ご質問はないか。 

 

委 員： データヘルス計画によると、島本町はジェネリック医薬品の普及率が伸び悩んでおり、令和

２年度においては大阪府全体と比べても町内の普及率が低いようだ。ジェネリック医薬品の供

給が不安定ななか、どのような普及啓発を行っているか。 

 

事務局： ジェネリック医薬品の普及については、大阪府の国民健康保険運営方針で年に３回差額通知

を送付するよう定められていて、本町でも年に３回、ジェネリック医薬品に切り替えた場合に

１００円以上の差額が見込まれる被保険者へ通知している。それによりジェネリック医薬品へ

切り替える方もいるが、医師の意見等を参考に切り替えはしないという方もおり、そういった

方は以降の送付対象者から除外している。 

従来は件数で区切っており、差額の大小に関係なく２００件の通知を送付していたが、中に

は差額が１００円未満の方も多く含まれたため、切り替え後の効果がより大きい方のみへの送

付に変更した。 

 

委 員： 近年薬剤が不足していて、入手困難なものもあり、現場は混乱している。それを加味したう

えで、差額通知の送付対象者を振り分けるというようなことはしているか。 

 

事務局： 現状ではそういった振り分けは行っていない。 

ただ、切り替え率や達成率の目標のみを掲げても、薬剤不足のためなかなか難しいことは理

解している。そのため、基準を満たす方へ無差別に送付するのではなく、医師や患者、処方薬

局の声を聞き、流通量等を加味して送付対象者を振り分け、切り替えが可能な薬剤について効

果的に通知したいとは考えている。しかし、日々変化する薬剤の流通量に沿った案内の仕方は

まだ確立しておらず、大阪府から助言をいただくなどしながら、効果的な手法を研究していき

たい。 

 

委 員： 島本町の特定健診受診率が６０％以下というのは、低いと感じる。健診で自身の健康状態を

把握することが健康への第一歩なので、受診の大切さ、重要性を今よりもさらに周知していく

必要があると思う。 

その際、すでに症状が出ている方や、重症化している方はもちろん優先順位が高いが、まだ

そこにはいたらない若年層への対策も必要だと思っている。限られた予算のなかで、高齢者支

援の比率が高いのは島本町に限ったことではないが、やはり生活習慣は積み重ねなので、生活

習慣が原因の疾患について２０代・３０代の方にもしっかりと認識いただき、正しい生活習慣

を身に着けてもらうことは大事だと思う。 

 

会 長： その他、ご意見、ご質問はないか。 

 

（意見なし） 

 

会 長： 本日の会議を閉会する。 


